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当院において脊椎脊髄疾患の治療を受けられた方およびそのご家族の方へ

－「脊椎外科疾患における診断・治療成績の包括的な多施設研究」へご協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名：岡山大学病院前田嘉信

研究責任者：岡山大学病院整形外科 小田孔明

1）研究の背景および目的

脊椎疾患には腰部脊柱管狭窄症や椎間板ヘルニアなどの通常の変性疾患に加えて、外傷性疾患、感染性

疾患、靭帯骨化性病変、脊柱変形症例など多彩な病態が含まれます。治療の方法も除圧術、固定術に加え

て矯正をするかどうかや手術を行う椎体の数などに選択肢があり、非常に複雑です。この研究は、多施設

からデータを収集し、包括的に解析を行うことで、治療効果について検討します

2）研究対象者

2036年3月31日までの間に岡山大学病院および共同研究機関で脊椎疾患の治療を受けられた方、 1300

名、岡山大学病院においては治療を受けられた方100名を研究対象とする予定です。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2037年3月31日

情報の利用または提供開始予定日：研究機関の長の許可日から

4）研究方法

当院において脊椎手術を受けられた方で､研究者が診療情報をもとに診療で得られたデータを選び､治療

成績に関する分析を行い、治療効果について調べます。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年

月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないよう

プライバシーの保護には細心の注意を払います。

1）研究対象者の基本情報：年齢、性別、疾患名、併存疾患、疾患の重症度に関する情報

2）理学所見

3）血液検査 （血算、白血球分画、アルブミン、 CRP、 D-dimer)

4）画像検査結果（単純X線、 CT、 MRI、 PET、骨シンチ、透視）

5）手術に関する情報（手術術式、体位、麻酔方法、術中所見、麻酔時間、時間、出血量、術中合併症）

6）手術後の経過に関する情報（治療効果、理学所見、画像検査所見、術後合併症、術後経過）

6）外部への試料・情報の提供・共同利用の方法

この研究に使用する情報は、以下の共同研究機関にインターネットを介して提供させていただきます｡提

供の際、氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し、提供させていただきます．電子情

報の場合はパスワード等で制御されたコンピューターに保存し､その他の情報は施錠可能な保管庫に保存し

ます。
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